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◆平成 28年度 学校自己評価について 

 

学校法人八文字学園 水戸電子専門学校は、創立以来、常に時代のニーズを先取りした実務教育を徹底し、また

最先端の教育設備を整え、専門的で実践的な人材を社会に送り出してきました。 

本校では、未曽有の自然災害や社会変革に対応できる技術・知識を身につけた、真の社会が求める課題対応能力

を持つスペシャリストの育成を使命としております。 

文部科学省「専修学校における学校評価ガイドライン」を参考として、平成28年度学校自己評価を実施し、本校の

教職員が更なる教育の質の向上を目的として自校の教育活動その他学校の状況について客観的に評価し、現状の把

握、問題点の発見ならびに改善策の検討・実施を行っております。 

 

１．対象期間 

平成 28年 4月 1日～平成 29 年 3月 31日 

 

２．実施方法 

（１）自己点検評価委員会による合議制の評価 

    自己点検評価委員会を設置し、自己点検・自己評価を実施し、改善に取り組んでいます。 

    学校長をトップとして学校自己評価委員（教職員）により、その規定によって方針を定め、評価を行っており 

ます。 

（２）参考基準：「専修学校における学校評価ガイドライン」 

（３）評価期限：年一回年度末 

（４）評価結果の公開：報告書の作成保管およびホームページで公開しております。 

３．自己評価の項目 

自己評価は、以下の 11項目について実施します。 

（１） 教育理念・目的 

（２） 学校運営 

（３） 学校活動 

（４） 学修成果 

（５） 学生支援 

（６） 教育環境 

（７） 学生の受け入れ募集 

（８） 財務 

（９） 法令等の遵守 

（10） 社会貢献・地域貢献 

（11） 国際交流 
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４． 学校関係者評価の仕方  

１）自己点検・自己評価の実施  

『専修学校における学校評価ガイドライン』に則って、平成 28 年度自己点検・自己評価を実施しました。自己点

検・自己評価の点検項目は、評価項目の達成及び取組状況」11 分類 64 項目で、 『平成 28 年度自己点検

評価報告書』には、各項目の自己点検実施状況を記載し、自己評価ポイント（適切：4、ほぼ適切：3、やや不適

切：2、不適切：1、無該当：0）を示し、                   

（１）評価については最高点４に対し、自己点検評価委員会により教員の評価平均（少数第 2位まで） 

（２）現状および問題点と改善策につきましては、自己点検評価委員の意見を反映させまとめたものです。  

２）自己点検・自己評価結果の報告  

学校関係者評価委員会では、本書である『平成 28 年度学校自己評価報告書』を、学校関係者委員に対して、

報告いたします。 

５.評価項目の達成及び取り組み状況 

◇１  教育理念・目的            総合評価 3.19   （昨年 3.28：－0.09） 

教育理念  人の育て方    「やってみせ、言って聞かせて、させてみてほめてやらねば人は動かじ」 

教育目標      「即戦力となるＩＴ技術者の養成」のための教育の質的保証と向上  

重点目標   1.資格取得体制の充実により合格率を高めることで専門能力の知識や技術など専門性を高める 

2.コミュニケーション能力やプレゼンテーション能力の向上を通して社会性を身につける 

１．学校の教育目標 

「即戦力となるＩＴ技術者の育成」のための教育の質的保証と向上＆人間力の育成 

２．学科の基本方針重点的目標 

□情報システム・情報処理学科…①国家資格者の増加 ②他校との差別化を図るための新しい授業の推進 

＜国家資格合格目標＞ 資料 1 

 高度＋応用 基本 ＩＴパス 午前免除 

目 標 ５ 20 40  

□情報メディア学科…クリエイティブ職のあらゆる領域や分野を広く浅く学んでいく 

＜合格目標＞  色彩検定  マルチメディア検定 ＣＧクリエイター 家電製品アドバイザー   販売士   ＤＤ３  

 

３．学習目標 

■情報システム・情報処理学科…①応用力の育成 ②企画力の向上 ③新しいＩＴ技術の進取と取得 

■情報メディア学科…①課題制作 ②専攻スタイルとグループ制作 

 

（１）評価 

評 価 項 目 
平均評価（4～

1） 

ア 学校の理念・目的・育成人材像は定められているか 3.50 

イ 学校における職業教育の特色を示しているか 3.33 

ウ 社会経済のニーズ等を踏まえた学校の将来構想を抱いているか 3.33 
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エ 学校の理念・目的・育成人材像・将来構想などが学生・保護者に周知されているか 2.83 

オ 
各学科の教育目標、育成人材像は、学科等に対応する業界のニーズに向けて方向づ

けられているか 
3.17 

カ 各学科の基本方針、学習目標、資格の合格目標は達成されているか 3.00 

 

（２）現状および問題点と改善策 

・短期間での学生の社会力の向上を図る必要がある。 

・社会経済のニーズ等を把握する意欲や仕組みを整え、将来構想については、学生や保護者に対し周知する体制を整

える必要がある。 

・設備投資や教員の確保、育成に力を入れた方がよい。 

・「理念」と「現場」の間にギャップを感じているので、ギャップ解消が必要である。 

 

◇２  学校運営                総合評価 3.02   （昨年 3.09：－0.07） 

 

（１）評価 

評 価 項 目 評価（4～1） 

ア 目的等に沿った運営方針が策定されているか 3.50 

イ 運営方針に沿った事業計画が策定されているか 3.67 

ウ 
運営組織や意識決定機能は、規則等において明確化されているか、有効に機能してい

るか 
3.00 

エ 人事、給与に関する制度等は整備されているか 2.50 

オ 教務・財務等の組織整備など意思決定システムは整備されているか 2.50 

カ 業界や地域社会等に対するコンプライアンス体制が整備されているか 3.17 

キ 教育活動等に関する情報公開が適切になされているか 3.67 

ク 情報システム化等による業務の効率化が図られているか 2.17 

 

（２）現状および問題点と改善策 

・人事、給与に関する評価基準の不明確な点がある。 

・情報システム化等の整備と業務の効率化を図るとともに、業務内容を明確にし、かつ組織整備など意思決定システム

を整える必要がある。 

・教務体制のシステム化、情報化、ＩＴ化を図ることが急務である。 

 

◇３  教育活動              総合評価 2.94    （昨年 3.23：－0.29 ） 

 

（１）評価 

評 価 項 目 評価（4～1） 

ア 教育理念等に沿った教育課程の編成・実施方針等が策定されているか 3.83 

イ 
教育理念、育成人材像や業界のニーズを踏まえた学科の修業年限に対応した教育到

達レベルや学習時間の確保は明確にされているか 
3.50 

ウ 学科等のカリキュラムは体系的に編成されているか 3.83 

エ キャリア教育・実践的な職業教育の視点に立ったカリキュラムや教育方法の工夫・開発 3.50 
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などが実施されているか 

オ 
関連分野の企業・関係施設等、業界団体等との連携により、カリキュラムの作成・見直

し等が行われているか 
3.67 

カ 
関連分野における実践的な職業教育（産学連携によるインターンシップ、実技・実習

等）が体系的に位置づけられているか 
2.83 

キ 授業評価の実施・評価体制はあるか 3.17 

ク 職業教育に対する外部関係者からの評価を取り入れているか 3.17 

ケ 成績評価・単位認定、進級・卒業判定の基準は明確になっているか 3.17 

コ 資格取得等の指導体制、カリキュラムの中での体系的な位置づけはあるか 3.67 

サ 人材育成目標に向け授業を行うことができる要件を備えた教員を確保しているか 2.83 

シ 
関連分野における業界等と連携において優れた教員（本務・兼務を含む）を確保する

などマネジメントが行われているか 
2.67 

ス 
関連分野における先端的な知識・技能等を修得するための研修や指導力育成など、教

員の資質向上のための取組が行われているか 
2.50 

セ 職員の能力開発のための研修等が行われているか 2.33 

 

（２）現状および問題点と改善策 

・組織力の向上を図る必要がある。 

・時代に合った先端的教育法を検討する。 

・進級卒業判定の体系化と学校組織内の意思統一を図る。 

・教員数の不足による指導力育成等にあてる余裕がないので十分な教員数の確保を必要としている。 

・教員の能力開発や専門分野の最新技術や知識の取得については、日常業務に追われ、組織的な取り組みが十分で

はないので検討を進めている。 

 

◇４  学修成果            総合評価 3.00       （昨年 3.05：－0.05 ） 

 

☆就職率  全学科 100％   

☆退学率  資料 2   

学  科 2016 退学率 2015 退学率 

情報システム 0 0％ 3 18％ 

情報処理 3 4％ 6 7％ 

情報メディア 1 4％ 3 10％ 

（１）評価 

評 価 項 目 評価（4～1） 

ア 就職率の向上が図られているか 3.83 

イ 資格取得率の向上が図られているか 3.67 

ウ 退学率の低減が図られているか 3.67 

エ 卒業生・在校生の社会的な活躍および評価を把握しているか 2.50 

オ 卒業後のキャリア形成への効果を把握し、学校の教育活動の改善に活用されているか 2.83 

（２）現状および問題点と改善策 

・卒業生に対するフォローアップが欠けており、追跡調査などの仕組みづくりが必要である。 
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・資格取得率の更なる向上と資格に対する学生の意識付けに努める。 

・就職率は良いが、学生の希望と能力のあう企業（就職の中身）をより高める努力をする。 

 

◇５  学生支援            総合評価 3.03       （昨年 3.39：－0.36 ） 

 

（１）評価 

評 価 項 目 評価（4～1） 

ア 進路・就職に関する支援体制は整備されているか 3.50 

イ 学生相談に関する体制は整備されているか 3.67 

ウ 学生に対する経済的な支援体制は整備されているか 3.67 

エ 学生の健康管理を担う組織体制はあるか 2.33 

オ 課外活動に対する支援体制は整備されているか 2.67 

カ 学生の生活環境への支援は行われているか 3.00 

キ 保護者と適切に連携しているか 3.33 

ク 卒業生への支援体制はあるか 2.50 

ケ 社会人のニーズを踏まえた教育環境が整備されているか 3.17 

コ 高校・高等専修学校等との連携によるキャリア教育・職業教育の取組が行われているか 2.50 

 

（２）現状および問題点と改善策 

・学生の健康管理を担う仕組みづくり（保健室の整備など）の強化とスクールカウンセラーの配置が必要とされる。 

・社会力向上を目的とする課外活動の検討が必要である。 

・教員の裁量によるところが大きく、体系的な学生支援の仕組みづくりが必要である。 

・中学、高校生向けに模擬授業、プログラム講習会など行い、職業教育への取組みを行っている。 

 

◇６  教育環境            総合評価 2.96      （昨年 3.13：－0.17 ） 

 

（１）評価 

評 価 項 目 評価（4～1） 

ア 施設・整備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか 3.00 

イ 学内外の実習施設、インターンシップ等について十分な教育体制を整備しているか 2.17 

ウ 学生が自主的に学習するための環境が整備されているか 3.33 

エ 防災、防犯に対する安全管理体制は整備されているか 3.33 

（２）現状および問題点と改善策 

・「自ら学ぶ」意識の向上を図り、実習用設備の見直しや映像教材の開発・導入の検討をしている。 

・職業教育の実践面でインターンシップの重要性を認識する必要がある。 

・防災に関する計画書および災害時の行動マニュアルは整備してある。また 業者等による消防設備等の点検（年2回）

や学生の傷害保険等の整備もしている。 

 

◇７  学生の受け入れ募集      総合評価 3.39    （昨年 3.46：－0.07 ） 
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（１）評価 

評 価 項 目 評価（4～1） 

ア 学生募集活動は、適正に行われているか 3.50 

イ 学生募集活動において、教育成果は正確に伝えられているか 3.50 

ウ 学納金は妥当なものとなっているか 3.38 

 

（２）現状および問題点と改善策 

・学生募集にあたり、イノベーション（広報上のインパクトの創出やアングルを変える）の必要がある。 

・「学校の現状」「教育内容」を正確に伝える努力をする。 

・学納金は、社会状況、経済状況を鑑み、学生および保護者の負担感等を緩和するなど、個別対応が必要である。 

 

◇８  財務             総合評価 3.21      （昨年 3.59：－0.38 ） 

 

（１）評価 

評 価 項 目 評価（4～1） 

ア 中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか 3.33 

イ 予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか 3.00 

ウ 財務について会計監査が適正に行われているか 3.17 

エ 財務情報公開の体制整備はできているか 3.33 

 

（２）現状および問題点と改善策 

・各年度の収支とこれまでの蓄積を充て、借入をせずに自己資金で賄ってきており、財務諸表の通り財政基盤は安定し

ている。 

・財務面は、各教員については、知識不足もあり理解しづらいため、回答が得られにくい。 

・学園全体（総合）と水戸電子専門学校（個別）というバランスにおいて詳細認識も必要ではないか。 

 

◇９  法令等の遵守       総合評価 3.33      （昨年 3.38：－0.05 ） 

 

（１）評価 

評 価 項 目 評価（4～1） 

ア 法令、専修学校設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか 3.67 

イ 個人情報に関し、その保護のための対策が取られているか 3.00 

ウ 自己評価の実施と問題点の改善に努めているか 3.17 

エ 自己評価結果を公開しているか 3.50 

 

（２）現状および問題点と改善策 

・教職員、学生ともにプライバシーポリシーの徹底を図るべきである。 

・個人情報の適正な管理運用に努め、ネット社会の危険性の周知と意識向上の徹底を図るべきである。 

・BYOD の利用であるが、生産性を向上させ、一方で個人に対する負担増とも考えられる。また、反対側の意見としては

BYOD を「自分で危険性を持ち込む('Bring Your Own Danger')」や「自分で災いを持ち込む('Bring Your 

Own Disaster')」と表現されるように企業情報の漏洩などを懸念している。 
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◇10  社会貢献・地域貢献    総合評価 2.94     （昨年 3.25：－0.31 ） 

 

（１）評価 

評 価 項 目 評価（4～1） 

ア 学校の教育資源や施設を活用した社会貢献・地域貢献を行っているか 3.00 

イ 学生のボランティア活動を奨励、支援しているか 2.83 

ウ 
地域に対する公開講座・教育訓練（公共職業訓練等を含む）の受託等を積極的に

実施しているか 
3.00 

（２）現状および問題点と改善策 

・周辺地域の中学生へプログラマー職場体験学習の場として、また 高校生への模擬授業による職業教育への理解関

心を高める活動を行っている。社会人に対する教育設備の開放も必要だろう。 

・積極的にボランティア活動を推進し、地域貢献、社会貢献を図り発信の場として利用していく必要がある。 

 

◇基準 11  国際交流 

現在、留学生の受け入れは、行っておりません。 
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【まとめ】 

以上が、2017 年 3月に自己評価委員（教員）を対象に行った自己評価の結果です。 概ね 10の観点から検討を

行った結果、以下の３項目で昨年からの評価ダウンが著しく「やや不適切：2」に属していることが明らかになりました。 

Ⅰ．教育活動 総合評価 2.94  

・関連分野における実践的な職業教育（産学連携によるインターンシップ、実技・実習等）が体系的に位置づけられて

いるか 2.83 

・人材育成目標に向け授業を行うことができる要件を備えた教員を確保しているか 2.83 

・関連分野における業界等と連携において優れた教員（本務・兼務を含む）を確保するなどマネジメントが行われている

か 2.83 

・関連分野における先端的な知識・技能等を修得するための研修や指導力育成など、教員の資質向上のための取組

が行われているか 2.83 

・職員の能力開発のための研修等が行われているか 2.83 

Ⅱ.教育環境 総合評価 2.96 

・学内外の実習施設、インターンシップ等について十分な教育体制を整備しているか  2.17 

Ⅲ.社会貢献・地域貢献  総合評価 2.94 

・学生のボランティア活動を奨励、支援しているか 2.83 

 

Ⅰ.専門教育への満足度、カリキュラムの満足度という点からみれば、カリキュラムは総じてうまく機能していることが明らか

になりました。反面、職業教育の実践性や教員の資質、能力、指導力、能力開発など「専門教育」充実のために、さら

に詳細に人材面等検討調査していく必要があると思われます。 

Ⅱ.学内外の実習施設やシステム化に、やや不満を持っている点は、実習の有用度の関連調査を行うことが課題です。 

Ⅲ.地域の一員としての自覚を持ち、社会におけるルール・マナーを理解し守ることのできる「市民として責任のある行動」

を促進すると同時に、積極的なボランティア活動を奨励、支援していく必要があります。 

 

＜学校自己点検評価比較表＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　項目　　　　　　　　　　　　　　　　　年度 2015 2016 前年比マイナス度 前年（100）

1.教育理念・目的 3.28 3.19 0.09 97%

2.学校運営 3.09 3.02 0.07 98%

3.教育活動　 3.23 2.94 0.29 91%

4.学修成果 3.05 3.00 0.05 98%

5.学生支援 3.39 3.03 0.36 89%

6.教育環境 3.13 2.96 0.17 95%

7.学生の受け入れ募集 3.46 3.39 0.07 98%

8.財務 3.59 3.21 0.38 89%

9.法令等の遵守　 3.38 3.33 0.05 99%

10.社会貢献・地域貢献 3.25 2.94 0.31 90%

総合合計 3.28 3.10 0.18 94%
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